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加藤 隆行

　拙書『「どうせ自分なんて」と思う君に、知っ
ておいてほしいこと』（監修 : 名越康文 / 著 : 加
藤隆行／小学館）を小学校をはじめとした全国
の学校に届けるため、昨年９月にクラウドファ
ンディングを実施しました。
　おかげさまで 300 名を超える温かいご支援
をいただき、全国約 1,250 校の小中学校の保
健室・図書館へと寄贈させていただくことがで
きました。

　私は 8 年前まで IT 企業で働いていた元サラ
リーマンです。20 年間の勤続期間中に 3 回鬱
で休職をし、その経験をもとに今はフリーの心
理カウンセラーとして活動しています。
　これまでのべ 2,500 人の方にカウンセリン
グを提供してきましたが、カウンセリングを続
けるにつれ、「幼少期から〈自己肯定感〉や〈自
己受容〉の大切さを教えて欲しい」と切に感じ
るようになりました。
　この本では、私が普段カウンセリングをして
いる方々にお伝えしている〈自己肯定感〉の大
切さとその育み方を、小学生向けに分かりやす
い言葉で書きました。著名な精神科医である名
越康文先生にも監修をいただいた、イラスト満
載の優しい本です。
　心理の面から見ると、人が「ありのままの
自分で良い」と感じられているかどうかが、
その人の心の幸せ度合いを決めています。〈自
己肯定感〉と言うと、自信があってポジティ
ブな人といった意味で捉えられることが多い
ですが、実は少し違って、自分の良い面もイ
マイチな面も含めて「自分であることに安心
している」といった感覚のことを言います。
これが心の健康にとって大切なことなのです。
　幼き日に「ありのままの自分で良い」と思え

なかった人の多くは、大人になってもずっと「自
分ではないなにか」にならねばと、自分を否定
し、叩き続けることで苦しんでいます。
　私自身も、そんな漠然とした苦しみの中にい
るひとりでした。能力やお金、地位などといっ
た〈条件〉を手に入れたとしても、自分を否定
し叩き続けていたならば、幸せな気持ちでいる
ことはできないのです。

　いま、不登校や保健室登校が当たり前となり、
生きづらさを感じている子どもたちが、たくさ
んいます。学校現場にいる友人からも「どうせ
自分なんて…」と〈自己肯定感〉を失ってしまっ
ている子どもたちがとても多いと聞きます。
　そんな子どもたちが、自分のお小遣いでこの
本を書店で購入するということは現実的ではあ
りません。また生きづらさを感じている子ども
たちの親も、同様に自己肯定感が育っていない
ことが多く、このような本を手にとってお子さ
んに渡すというのも難しいかもしれません。
　学校の図書館にこの本が置かれれば、何世代
にも渡り、ずっと子どもたちを勇気づけてくれ
ると思います。普段本を読まないような子でも、
ふとこの本に出会う機会も生まれます。また子
どもをご指導されている先生が手にとってくだ
さることで、自己肯定感の大切さを再認識して
いただけたら嬉しいと思っています。
　幼き日に出会った本の中の一行が、自分を支
えてくれたという経験が、多くの人にもあると
思います。この本にはシンプルでありながら、
そんな人生の糧となる言葉たちがたくさん詰
まっています。私が苦しみから回復していく中
で「子どもの頃に教えて欲しかった」と思って
いた言葉たちです。
　書籍タイトルのように「どうせ自分なんて…」
と感じているたくさんの子どもたちにとってこ
の本が「自分は自分のままで良かったんだ」と
自信を取り戻すキッカケになってくれることを
願っています。

（かとう たかゆき：心理カウンセラー）
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　小学校図書館の現場を離れて早や３年が経と
うとしています。私の兼務していた小学校はい
ずれも小規模校であり、学校図書館司書教諭の
配置がありません。そのため、学校司書という
職名ながら、図書館経営と図書館利用指導はも
ちろん、図書授業の計画立案や実施もこちらで
請け負う場面が多く、そんな中で展開した図書
授業の一例を、ご紹介したいと思います。
　学校図書館のふんだんにある多様な資料を活
かした授業では、子どもにどんな力をつけさせ
るかという課題に近視眼的にならず「読めるこ
と・調べること・資料を介して友達と交流する
ことって楽しいなぁ」と純粋に感じてもらうこ
とができます。

＜1年生＞　『おとしものしちゃった』中山千夏・
長新太（自由国民社）
　促音がどこかにいっちゃうという内容の絵本
を読み聞かせした後、小さい「つ」のつく言葉
を発表しあって、どんどん書き出していきます。
続けて次の時間には、『ぼくのにゃんた』鈴木康
広（ブロンズ新社）を使います。「にゃ」が連発
される絵本の読み聞かせのあと、今度は作品中
に出てきた拗音を、これでもかというぐらい書
き出していきます。

＜２年生＞　『１１ぴきのねこマラソン大会』馬
場のぼる（こぐま社）
　この本は、字のない本で絵巻のようになって
おり、これをびろーんと広げてみんなで取り囲
みます。その長さに対する驚きと喜びを共有し、
そして絵に描かれた登場人物の動きを「だれが」

「なにをしていた」という主語述語の形で書き出
していきます。
　最後は子どもたちが書き出した文章を読み上

げ、みんなで、どこにその行動をしているキャ
ラクターがいるか、探すゲームをします。

＜３年生＞『「和」の行事えほん』全2巻　高
野紀子（あすなろ書房）
　この本は、春夏と秋冬に分かれているのです
が、2 冊の本の表紙と裏表紙には時節の風物が
描かれています。「しみもち」や「縁起熊手」「こ
ごみ」や「屠蘇器」など、子どもにとって耳慣
れない言葉が指すものをそのイラストの中から
探していくゲームをします。授業として扱いま
すので、裏表紙をふたりに１枚行き渡るように
カラーコピーして用います。

＜４年生＞　『絵本ごよみ二十四節気と七十二
候』全4巻　坂東眞理子（教育画劇）
　二十四節気と七十二候を、それぞれ色画用紙
を切って作ったカードに書いておきます。カー
ドには、読み仮名と理解を助けるための解説も
書き入れます。生まれ月等で春夏秋冬の４チー
ムに分かれ、季節ごとに分冊されている 4 冊を
各チームで持って、それを参考に順番通りより
早く正確に並べていくゲームです。本を開いて
情報を読み上げる役、七十二候を表す言葉を何
度も復唱しながらカードを探しチームのテーブ
ルへ持ち帰る役、届いたカードを並べて行く役
等、チーム内で上手く役割を分けて協力しない
と勝てません。最後は、学校司書が読み上げな
がら答えを合わせていくのですが、耳なじみの
ない文語体の文章を繰り返し聴くことでそれに
慣れ、高学年で扱う古典への準備をすることを
含んだ授業です。

＜５年生＞　『日本語を味わう名詩入門』シリー
ズ（あすなろ書房）

佐溝美和子

授業の時にはにぎやかな学校図書館を
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　詩をひと作品
ごとにコピーし
たものと A4 の
白い用紙を、ク
ラス人数より若
干多めに用意し
ておきます。好
きな詩を選んで
もらい、色鉛筆
で写す作業をし
ます。まっすぐ
縦書きで写す必
要も文字の大き
さを揃える必要もないことを伝えます。「詩をデ
ザインする」授業であり、何色を使ってもいい
し、約束はテキストを変更しない（漢字、旧字体、
平仮名、カタカナも必ずテキスト通りに）とい
う一点のみ。写し終わった後は、紙の余白を手
で千切り、作品の形を整え、それを好きな色の
画用紙に貼って仕上げます。

＜６年生＞『世界のともだち』シリーズ（偕成社）
　３０数冊出ている写真絵本のシリーズで、ひ
とつの国についてひとりの子どもが徹底的に取
材されており、学校生活や放課後の過ごし方、
参加したイベント、家族の生業に至るまで説明
された本です。ひとり１冊を（１国ですね）を
選ばせます。最後のページにその国の概要がま
とめられており、この授業はまずそのページか
ら情報を見つけて書き出すことから始めます。
宗教・言語・通貨・国土の広さなど客観的な情
報を写した後、今度は取材されている子どもに
ついて３つのトピックスでまとめ、みんなに友
人を紹介するように発表していきます。国の概
要等の情報は、その紹介時にあったほうがわか
りやすいと子どもが思えば、用いるのもよいこ
ととしています。情報を取り出す学習は、時間
をかけ丁寧にフォローしてあげないと自分の力
にすることはできません。小学校で、この力を
付けられなかった子どもは、この先ネット上の

いい加減な情報に翻弄されていく危険も持って
います。「わからない」「むずかしい」「どうした
らいいの」という子どもからの SOS にえんえ
んと付き合い、子ども同士でも助け合ってもら
う、大事な１コマです。
 
　どうでしょう？　図書授業の様子はイメージ
していただけたでしょうか。小学校図書館での
授業における子どもたちの活動は、読むだけで
なく、話したり書いたり探し出したり、意見交
換したり、協力して課題解決をしたりと、誠に
様々です。
　ご紹介したのは、ほんの一例ですが、他に伝
統工芸や食品加工、戦争等教科書で扱うテーマ
の調べ学習、各種辞書や事典を使いこなすため
のゲーム、教科書掲載作品の作家や同じテーマ
を持つ作品の読み広げ等、学校図書館が関わる
ことのできる授業は本当に沢山あります。それ
から教科学習との関連はそう強くないものの、
方言や数詞そして敬語を扱う書籍の紹介と合わ
せてちょっとしたレッスンを展開する授業も喜
ばれたように思います。
　「静かに読む学校図書館」のイメージを一新す
る「授業の時にはにぎやかな学校図書館」が増
えることを、切に願っています。

（さみぞみわこ：元学校司書・絵本専門士・絵
本カフェ店主）

＜学校図書館利用指導年間計画＞ ２０２０．３改訂 

1学期  （1年）      （2年）      （3年）       （4年）     （5年）     （６年） 

   図書室のきまりを知ろう   図書室のきまりを確かめよう   分類を知ろう        分類を知ろう           分類にくわしくなろう   

絵本を楽しもう       おはなしを楽しもう      ファンタジーを楽しもう   世界の名作にふれよう  世界の名作を読み通そう  世界の名作を味わおう 

   数となかよくなろう     科学絵本から知ろう      図鑑となかよくなろう    図鑑の絵を写そう     説明文を読もう     説明文を分析しよう 

   むかしばなしに親しもう   日本の神話に親しもう     戦争文学にふれよう    戦争文学から考えよう    古典にふれよう   中国の文学と思想にふれよう 

   アニマシオンを楽しもう   アニマシオンを楽しもう                               歴史に親しもう     歴史に親しもう 

   表記のきまりを練習しよう  表記のきまりを確認しよう  国語辞典となかよくなろう  漢字辞典となかよくなろう 新聞記事から読み取ろう  敬語のレッスンをしよう 

   読書感想文を聞こう     読書感想文を読もう    読書感想文の書き方を知ろう  読書感想文の書き方を知ろう  課題指定図書 BT    課題指定図書 BT       

  ＜教科書に出てくる作家に親しもう＞ 

   ★なかがわりえこ      ★レオ＝レオニ       ★齋藤隆介（浜田広介）     ★新美南吉・安房直子    ★椋鳩十        ★宮沢賢治        

2学期 

  ＜短編のおはなしに親しもう＞ 

               ★がまくんとかえるくん    ★シートン・ファーブル    ★車の色は空の色シリーズ    ★重松清        ★三木卓 

               ★王さまシリーズ 

  ＜詩歌に親しもう＞ 

   ★わらべうた遊び    ★のはらうた         ★金子みすゞ         ★俳句・短歌         ★百人一首 ★詩をデザインしよう（三好達治） 

                               伝記を読もう     ノンフィクションに親しもう   伝記を読んで生き方を考えよう  座右の銘を持とう 

 おはなしを考えよう   おはなしをくわしく思いだそう                   

調べて写そう        調べて写そう       食品加工についてまとめよう  戦争について調べよう     世界遺産を調べよう  外国のくらしを調べよう 

                           料理手順を写そう  

ファンタジーを味わおう  ファンタジーをいろいろ読もう   ファンタジーを味わおう    → → → → →            長い物語を読み通そう  

季語に親しもう       二十四節季七十二候を知ろう                      

３学期 

カレンダーで 1年をふりかえろう   

絵から読み取ろう        絵から読み取ろう                                 情報の集め方を知ろう   情報誌から読み取ろう  

カタカナの言葉を集めよう     方言を味わおう     言葉遊び・ことわざに親しもう   慣用句を知ろう    難読漢字に親しもう  豊かで複雑な言語表現を知ろう 

               外国語に関心を持とう    世界の国々について調べよう 世界の国々のことを調べよう  世界の「今」と日本との関係に関心を持とう 

長い物語を聴いて想像しよう  長い物語を聴いて想像しよう   落語の本を楽しもう   長い物語を聴いて想像しよう 長い物語から昔を感じよう 長い物語から歴史を知ろう 

世界の民話に親しもう     アジアの昔話を楽しもう     

                            グラフから読み取ろう   名画から読み取ろう 

 １年間の読書をふり返ろう  １年間の読書をふり返ろう  １年間の読書をふり返ろう  １年間の読書をふり返ろう  １年間の読書をふり返ろう  小学校での読書点検  

 

★  学期の割りふりは、学校によって異なるので、厳密なものではありません。 
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　１月、学校図書館の廊下に竜が現れました。
今年は辰年ですから、竜神様がいらしたので
しょうか？　いえいえ、これは段ボールで
作った飾り物の竜。顔と首は壁の掲示板に固
定されていますが、３メートルほどの長い胴
体は壁から離れて支え棒で自立し、竜の背中
に跨ることができます（右頁写真）。すると、
まるで竜に乗っているように見えるではあり
ませんか！　実は、これは「竜に乗る写真が
撮れる映えスポット」を目指したディスプレ
イでした。竜は冬休みに自宅で何日もかけて
作った力作で、子どもたちにもなかなか好評
でした。
　ご挨拶が遅れました。私は福島県の公立小
学校で司書教諭をしています。学校図書館の
廊下の掲示板にディスプレイするのは図書館
教育部３名（学校司書・小学校司書教諭・中
学校国語教諭）の担当で、それぞれが趣向を
凝らした掲示を作成しています。私が心がけ
ているのは、何より「楽しい」掲示であること。
学校図書館は楽しいところ、知的好奇心をか
きたててくれるところなのですから！

学校図書館で昼休みにショーを
　文科省のガイドラインによると、学校図書
館は読書・学習・情報センターの機能を有す
るとあります。それに加え、近年は居場所と
しての機能も注目されているようです。学校
図書館はどの子でも自由に行けて、学年やク
ラスの枠を超えた繋がりができます。本の背
を眺めてぶらぶらしているだけでもいいし、
ソファに座ってほっとひと息ついてもいい。
本の世界に没頭して一人になることもできる
――そんな、広場のような場所ではないかと
思います。

　そう気づかされたのは、前任校でのことで
した。
　担任していた子が手品に凝っており、覚え
た手品を誰かに見せたくてたまらない様子。
そこで、「学校図書館で昼休みにショーを開い
てみない？」ともちかけたら大喜び！　ポス
ターを描いたり披露する手品を考えたりして
準備に夢中になっていました。当日は全校児
童のほとんどが集まる盛況ぶりで、小さな手
品師の堂々としたショーに皆びっくりするや
ら感心するやら。終了後にその子と「やった
ね！」と勢いよくハイタッチして大成功を喜
びあったことを覚えています。

子どもたちが生き生きと利用するところ
　段ボール製の小屋が出没したこともありま
す。縦２メートル、横と高さが１メートル位
の大きなもので、屋根には四角い煙突もつい
ていました。ある子が図工の時間に作ったも
ので、あまりに大きいので持ち帰るわけには
いかず、けれど見事な出来なのですぐに壊し
てしまうのもしのびなくて……という状態で
困っていたので、展示場所を提供したのです。
カウンターの前に出没した段ボール製の小屋
は、たちまち大人気に。製作者が「中に入っ
てもいいよ」と言ってくれたので、低学年の
子たちが歓声を上げて小屋に入って遊んでい
ました。それを見守る製作者の満足そうな表
情が印象的でした。　
　その他にも図書委員がアニマシオンや科学
遊びを行ったり保健委員が歯磨きの劇をやっ
たりして、学校図書館はみんなが集う広場の
ような場所になっていきました。すると、貸
し出しも大きく伸びていきました。子どもた
ちが自分の好きな本を見つけてどんどん読み、

広場みたいに楽しいところ
小熊 真奈美
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みんなでゴスペル！
学校で、サークルで、お家で

日本で初めてのゴスペルの教科書！

記録媒体もない時代に人から

人へ歌い継がれてきた古い時

代のシンプルで力強い歌。そ

の中から 8曲を選び楽譜とし

て収録しました。すぐに覚え

てみんなで歌え、歴史も学べ

る入門書。子ども

達と著者の長年の

ゴスペル体験から

生まれた本です。

朔北社 〒191-0041　東京都日野市南平 5-28-1-1F
℡042-506-5350 http://www.sakuhokusha.co.jp

山本 愛 /編著 ●A4 判 /80 頁 / 定価：本体 2400 円 + 税

※お手本と伴奏のＣＤ音源付き。
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口コミで他の子にも広がって読書コミュ
ニティができていったのです。こんなふ
うに子どもたちが生き生きと利用すると
ころこそが学校図書館の姿なのではない
かと考えさせられました。

働きかけの甲斐あって
　今の勤務校でも子どもたちに学校図書
館に足を運んでもらおうと、様々な働き
かけをしています。コロナ流行の時期で
したので、集まるイベント以外の形を模
索しました。
　まずは、図書便り。本校は小学生と中学生
が同じ校舎で学んでいますので、利用が減っ
てくる小学校高学年から中学生を対象にした
内容に特化しました。例えばアイドルの主演
ドラマの原作本を取り上げたり、「あなたの知
らない○類の世界」等と称して、あまり手に
取られない棚の本を紹介したりしました。
　学校司書は「図書館ラジオ」を始めました。
月に１回、給食の時間に放送でお勧めの本や
季節の本などを紹介しています。
　冒頭で述べた掲示板のディスプレイも働き
かけの一つです。書道の達人である中学校の
国語教師は迫力のある大書作品や古代中国の

漢字を展示し、書の世界へ視野を広げてくれ
ました。学校司書は大谷翔平選手からグロー
ブが贈られ、子どもたちの野球熱が高まって
きた機に乗じて野球の本やクイズなどを展示
し、さらに興味をかきたてました。
　働きかけの甲斐あってか、図書館にやって
くる子どもは以前より増えてきました。違う
学年の友だちとおしゃべりするために来館し、
ついでに本を借りていく子もいます。好きな
ジャンルを見つけて読書量が増えた子もいま
す。ちょっとずつ広場っぽくなってきたかも
しれません。
（おぐま まなみ：福島県富岡町立富岡小学校）

http://www.zoshindo.co.jp
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